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発 言 者 会議要旨・決定事項 

企画財政課 

菅原課長 

 

町長 

 

町長 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

深井委員 

 

 

 

 

 

瀧ヶ崎委員 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

＊会議の公開及び議事録・ホームページでの公開を説明 

 

２ あいさつ 

 

３ 協議事項 

（１）部活の地域移行について 

それでは協議事項（１）部活動の地域移行について、教育長から説明をお

願いします。 

 

部活動の地域移行について、次の４点について、現状等を踏まえた説明。

①部活動の担う教育的意義について 

②教職員が部活動を担う現状について 

③部活動の地域連携・移行の是非について 

④地域移行の担い手について 

 

今の説明を聞く限り、部活動の地域移行については多くの課題がありそう

ですが、私が学生の頃は、担任の先生、教科の先生、顧問の先生とそれぞれ

コミュニケーションが取れていたので、すごく良かったなと思っています。

部活動の顧問の先生は、その競技をやってきた先生だったので、すごく良く

教えていただきましたが、全く競技を知らない先生が部活動の顧問になると

大変だなと感じます。今後の地域移行について、皆様方からご意見をいただ

ければと思います。 

 

人材、担い手を見つけることが問題になってきます。宮代町の場合、中学

校が３校あり、百間中以外は人数が少なく、入学が５０人前後となっていて、

３学年でも２００人いるかいないかの状況となっています。部活を存続させ

ることさえも難しくなってきています。地域移行になった場合に、活動場所

をどうするかなど心配になってきます。 

 

長い目で見れば、できるだけ早い段階から地域移行を進めた方がいいと思

いますし、地域移行を進めていく過程で、人材や担い手も徐々に出てくるの

ではないかなと思います。学校の現状を考えても、各学校が小さくなってい

るため、色々な部活が成り立たない状況にもなっています。地域の中で拠点

となる場所で、部活と同じような地域のスポーツなどを実施していく方向に

進まざるを得ないのではないのかなと思います。 

 



2 

 

吉澤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

瀧ヶ崎委員 

 

 

 

吉澤委員 

 

 

 

 

 

 

深井委員 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

土日だけの移行は、あまり現実的ではないのかなと感じます。土日は専門

の人が教えてくれて、平日は学校の先生が教えてと、土日のギャップが生ま

れて、子どもたちも混乱するのではないでしょうか。地域移行を進めていく

のであれば、方針を立てて、着々と進めていった方がいいと思っています。

部活動については、担任の先生以外の先生との信頼関係、子ども同士の信頼

関係や集団のマナーなどを学べるという良さがあり、今まで部活動で補って

いた子どもにとっては大切な学びの部分を、今度は外部の人が行うとなった

ときに、どのように担保していくのかが課題になってくるのではないでしょ

うか。今は、スポーツ系の話になっていますが、文化部系でも同じ話がある

わけで、全面的に課題の整理をしていかなければならないと感じました。 

 

皆さん、今、担い手の話をしていただきましたが、例えば、教員が部活動

に携わるという考えを無くして、地域の人間、立場として、勤務時間終了で

退勤し、その後に社会体育の担い手として、部活動に関わるというような考

え方はどうでしょうか。そのようなシステムを作っていくということが可能

かは課題もあると思いますがいかがでしょうか。 

 

そのような仕組みを作れば、部活動に携わりたくない先生はやらなくてよ

くて、自分がやってきた競技を教えたい先生が参加するのであれば、やりが

いやモチベーションをもってやっていけるのでよいのではないでしょうか。 

 

先生の参加については、今の意見でいいと思いますが、学校と部活はきち

んと切り分けた方がいいと思います。同じ学校の先生が、立場を変えて同じ

場所で教えるとなると分かりづらくなってしまうので、クラブチームみたい

な感じにして他の学校の生徒も集まってくる活動にしていくとか、活動場所

を違う場所に変えるとか、分かりやすい違いを出していければ、子どもたち

も切り替えができていけるし、分かりやすいのではないでしょうか。 

 

勤務時間を終えた先生が、退勤後に立場を変えて部活動を見てくれるのが

理想です。全部の部活動が同じにはできないでしょうけれど、他の学校や杉

戸町の学校の生徒と一緒にできるのがいいと思います。現状でも、野球やサ

ッカーでは、クラブチームで活動している子が多くいて、そのような形がき

ちんとできて来れば一番いいと思います。全部の部活動が同じように回って

いければいいと思います。 

 

宮代町の子どもたちが活動しているクラブチームに所属している種目で

把握しているのは、野球、サッカー、テニス、水泳、体操、柔道、卓球とな

っています。それは、ある団体があって、そこに加入して一緒に活動してい

くわけですが、ウィークデーはなかなか活動が難しかったりしているようで
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町長 

 

 

 

瀧ヶ崎委員 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

吉澤委員 

 

 

 

 

 

深井委員 

 

教育長 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

す。１６時２０分まで授業があり、参加が遅い時間になってしまうため、土

日が中心になるし、お金がかかってしまいます。夜遅い時間になっても活動

するのかというようなこともあります。受け皿としては、そのような形で時

間やお金の問題が出てきます。 

 

クラブチーム化すると、管理や開放の仕方が難しくなってくると思いま

す。競技種目によって、活動場所が変わるなど管理の仕方が難しくなってく

ると思います。 

 

クラブチームに参加の場合、金銭的な問題が出てくると思いますが、補助

をするとか、何か援助はできないのですか。 

 

活動する施設によると思います。水泳、面積を要する野球やサッカーなど

は人数も多いですが、お金はかかってしまいます。現状のクラブチームでも

活動にはお金がかかってしまっています。指導にあたる担い手がいて日当を

払う、施設は公共施設を使うなどしていけば、人件費のみの費用で済むかも

しれません。試算していないため、実際の金額は分かりません。 

 

今のクラブチームは、能力を高めることに重きを置くことが多いですが、

町が関与していく地域移行の考え方からしたら、もっと緩やかな参加ができ

るよう、選択肢をたくさん用意していく必要もあるのではないでしょうか。

競技の高みを目指していくのは、現状のクラブチームに任せればよいのでは

ないでしょうか。 

 

部活をやっていない子もいるのでしょうか。 

 

宮代町の部活動への参加は任意ではありますが、９割以上は参加していま

す。ただ、何らかの理由で参加できていない生徒はいると思います。 

 

運動部に限って言うと、中学校体育連盟が大会等を取り仕切っています

が、クラブチームに所属している子が、中学校代表で出てくることはありま

す。そこで優勝しましたという例もあります。ただし、これからはクラブチ

ーム名で出てくることも可能になる動きがあります。そうなってくると、百

間中学校のサッカー部と浦和レッズが戦う場合も出てきます。また、広域で

の参加も検討しているようです。プロなどの上を目指している子と同じ土俵

で戦うようになってしまうことも考えられ、課題は多いと感じています。 

 

趣味的に参加できるようにしていくことも必要なのではないかと思いま

す。 
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教育長 

 

 

吉澤委員 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

吉澤委員 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

深井委員 

 

 

吉澤委員 

 

町長 

 

教育長 

 

 

町長 

 

 

 

 

地域移行については、令和７年度には実施していきたいと国の意向があり

ますことから、懸念されることなどご意見をいただけると助かります。 

 

指導者の教育は大切かと思っています。学校教育の中の指導は必要で、担

っていただく方には、その競技だけの情熱だけでなく、どのような目的とか、

教育的プロセスの理解をしていただくことが必要で、丁寧に繰り返しやって

いく必要があるのかなと思います。事故とか、事件とかが起こらないために

も必要だと思います。 

 

学習指導要領から切り離され、学校生活上に意義を置かないこととされた

ため、学校教育の中では大きく取り扱わないとされてしまいました。生活の

中で、競技を通して得られることなどを考えた場合、学校と切り離してよい

のかという問題もあります。 

 

部活動という意義を学校から切り離すのなら、これまで部活を通して得ら

れていたものをカリキュラム化できればいいと思います。３年間一緒にいる

ことにより得られる仲間や上下関係といったメリットがなくなってしまう

のかなと感じてしまいます。 

 

小学生の作文では、勉強、部活の２つを頑張ることを書く子が多くいます。

今後は部活の表現はなくなりますが、頑張る項目としては残るのではないか

と思います。ただし、そこに教師の関わりがなくなってしまいますので、そ

の部分でいうと関係が希薄になってしまうのかなと感じます。 

 

１年生から３年生までの上下関係などの学びや、仲間意識がなくなってし

まうのかなと思います。 

 

先生方の考えはどうでしょうか。 

 

そこの考えは必要です。 

 

部活に関わりたいと思って先生になってきた人もいます。教えるのはいい

が、部活はちょっという先生もいます。 

 

「協議事項（１）部活の地域移行について」は、以上とさせていただきま

す。皆様から多くの意見をいただきましたので、今後の部活動のあり方や方

向性を見出していければと思います。また、今後、色々とご相談させていた

だくと思いますので、よろしくお願いします。 
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教育推進課 

小川副課長 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

瀧ヶ崎委員 

 

教育推進課 

小川副課長 

 

 

 

深井委員 

 

 

 

教育推進課 

小川副課長 

 

 

 

吉澤委員 

 

 

 

教育推進課 

小川副課長 

 

 

それでは、次の議題に移らせていただきます。 

「協議事項（２）須賀小学校地域拠点施設について」になります。須賀小

学校地域拠点施設について、担当から、説明をお願いします。 

 

資料に基づき、須賀小学校地域拠点施設について説明。 

 

 

 和戸地区、須賀地区のコミュニティをどう作っていくかという１つの課題

でスタートしたものです。老朽化した小学校を再整備するにあたって、公民

館も老朽化していましたので、その２つを一体化して新たな施設ができない

かと考えたものです。教育の専門的な部分は残し、地域の皆さんと共有でき

る部分もあり、そこの部分を最大限活かして公民館活動、コミュニティ活動

の場として活用していければと考えています。どんな拠点施設になればいい

か皆様からご意見をいただければと思います。 

 

学校の再整備で、周辺の道路などの整備はやりますか。 

 

基本的には、小学校の敷地内の再整備を考えています。中学校の整備も今

後出てくる可能性がありますので、中学校に向かう道路を９ｍ道路にする整

備は考えています。その他、地域拠点施設が併設になりますので、駐車場も

整備する予定です。 

 

小学校、中学校体育館は道路を挟んだ敷地外にありますが、再整備後の体

育館は、小学校は敷地内に入り、中学校は敷地外になります。今後の導線は

どうなりますか。交流はなくなってしまいますか。 

 

再整備にあわせて道路の拡幅を予定していて、歩道も付きますので、道路

を通って体育館に行くことになります。その他、地域拠点施設のホールや和

室がありますので、そこを授業で使うこともできますので、そこで交流はで

きると考えています。 

 

複合施設となり、使う人たちが主体的に盛り上げていければいいですが、

学校と団体との定期的な連携ややり取り、話し合いができるようにしてもら

いたいです。 

 

施設が出来上がった後が大切で、活用の仕方が重要だと考えています。そ

こで、地域に行き、市民参加を多く行い、地域のキーパーソンなどの掘り起

こしや施設の管理、運営を担える方の掘り起こしを重点的に行っています。

私的な LINE グループもできていて、再整備後の活用について話をしていま
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瀧ヶ崎委員 

 

 

教育推進課 

小川副課長 

 

 

 

 

瀧ヶ崎委員 

 

教育推進課 

小川副課長 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画財政課 

菅原課長 

 

す。そのような活動を大切にしていきながら、３年先の開設まで活動を続け

ていきたいと考えています。 

 

かえでの木は必ずしも残す想定はしていないようですが、理念との整合性

はどうなりますか。 

 

かえでの木は、残す想定でいますが、敷地が狭いなかで子どもたちの学校

生活を優先していくため、結果、施設の配置上の関係で残らない場合もあり

ます。残せなくなる場合は、かえでの木を使って、何らかの形で物を残して

いきたいと考えています。また、その場合は、第２のかえでの木の植樹をし

てもいいと思っています。 

 

地元の方や卒業生は、かえでの木の思い入れなどはありませんか。 

 

いろいろな意見があり、思い出の木になっていたり、邪魔だったという意

見もあります。実は職員室前にある「かやの木」の保存会があり、東粂原地

区から現在の場所に小学校が移転した際に移植した経緯から、保存会ができ

たようです。ただ、すでに枯れ始めていて、倒木の危険性が増しているため、

再整備の際には撤去する予定となっています。すでに、その「かやの木」か

ら種を取り出して、新たな「かやの木」が成長している状況にはなっていま

す。 

 

 須賀小学校地域拠点施設基本計画については、現在素案でございますの

で、今後、策定後に設計に入っていきますが、またご意見等がございました

ら、よろしくお願いします。 

それでは「協議事項２ 須賀小学校地域拠点施設について」は、以上とさ

せていただきます。 

 

４ その他 

事務局から何か説明や連絡事項等はありますか。 

＊事務局からの説明、連絡事項等なし 

委員さんから、何か確認したい事項や、御意見などがありますでしょうか。 

＊意見、質問なし 

何もないようですので、４その他を終わりにさせていただきます。 

 

５ 閉会 

以上をもちまして令和５年度宮代町総合教育会議を閉会します。 

ありがとうございました。 

 


